
Ｄチームは初回にトップバッター渡辺がレフト前ヒットとエラーで、一挙にホームインで1点を先取。

その後も宍戸のホームランや全員の切れ目のない打線で毎回のように得点を重ねた。守っては

宍戸投手の好投と守備陣の好プレィで1点に抑え、今シーズン初めて危なげない試合で快勝し

た。Ｆチームは伊藤投手の不調と守備の乱れが・・・・・・・。

                                                                                                             ２９星野　記



B野内投手、E久保田投手ジュニアのエース対決で試合が始まった。

強敵のEチームは石崎選手のタイムリーなどで点差を広げたが

Bも粘り強く四死球を選んだ攻撃と助っ人の活躍もあり何とか逆転した。

結局野内投手－伊藤投手のリレーで逃げ切った。

助っ人Dチームの中村監督、望月さん、山田さんには心から感謝致します。

ナイスゲームでした。この調子でどんどん突っ走りましょう。B15



　C柴田投手は、立ち上がりを攻められいきなり２点を先制されたが、本来の粘り強い制球が回復し、

打線の奮起を我慢強く待っていた。

　それに答えたのが、中村（勝）選手・・・４回には２ラン、７回には２点タイムリーと大活躍。

他メンバーもつられて（？）打線が繋がり、勝利を得た。

　公式戦も折り返し点・・・まだまだ、諦めません！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C４３


